
浪江のさくら’25.９月：９／４〜５

請戸川リバーラインで見出された「早咲き
のサクラ」

今季でもう3/30には開花していたことから
1週間程度は早咲きか？

＊「絆さくらの会」小黒会長らと
ともに

１．請戸小学校（流れ着いたサクラおよびイオン植栽の玉夢桜のその後）
２．大平山霊園（宇宙桜）
３．丈六公園
４．請戸川リバーライン（権現堂〜道の駅周辺）
５．見出されていた「早咲きのサクラ」より芽接ぎ用枝（葉芽）採集
６．芽接ぎ（剥ぎ接ぎ）



剪定を行った跡（？）（前回3月の報告参
照下さい）

除草管理が行き届いておらず、近くまで
行けない状況。残念ながら状況は劣悪

「玉夢桜」植栽から一年と十ヶ月ほど
（４本？）2023年11月19日植樹

現在この状況、本来であれば葉を茂らせ
ていなければいけないのだが・・・4本中半
数は絶望的

１．請戸小学校（イオン植栽の玉夢桜および流れ着いたサクラ「オオシマザクラ」およびのその後）



流れ着いたサクラ「オオシマザクラ」

上方の枝の枯れは浜風の影響によるものか？

樹内部の枝葉は状態が良く思われ、今後このサクラ樹をシンボルにしてゆくの
であれば、根元の構造物の除去〜土壌改良・施肥管理が必要かと



日本三大桜の一つ「山高神代桜」の種子由来ということで、種子親 はエドヒガン

花粉親が不明であるため、いわゆる雑種か、広義のエドヒガン（エドヒガン同士の交配）と考え
られる（2024.6月報告より）。
エドヒガン系の雑種と考えられ＝種不明、そのまま「宇宙桜」の標記で良いのでは（2025.4月

小林氏との確認）。

植栽場所の立地またエドヒガン系ということで、選定管理に気を使う必要は無いと考えられる
ものの、下草の除草や肥培管理はすべきかと。

２．大平山霊園（宇宙桜）



昨年12月に植栽した苗木の状態、および展望箇所のシダレザクラを視察３．丈六公園

植栽した苗木は概ね、生存していた。冬期間それ程気になる乾燥はなく、適度に雨があった（小
黒会長より）とのことで、これが幸いしたものと。

以降は、やはり、土壌改良に繋がる腐葉土の施与や施肥をすることで、状態が良くなってゆくも
のと考えられる（25年3月指摘済み）。



展望箇所側

下草の除草管理が行き届いていない感があり、「クズ」の巻
き付きも確認された（一部は切除しておきました）。
一部の個体は、枯死していた。

傾斜地で管理（除草など）は容易ではないこと察しられるが、
このままでは決して良くない感あり。



胴吹きから派生した枝変わり（＝（体細胞）突然変異）？

今後にむけて、挿し木や接ぎ木で増やすために「当該枝」をより大きく伸ばすための管理＝上
の枝を剪定･除去し、光環境を好転化させる。それによって枝のボリュームを大きくし、それから
頃合いをみて穂木を採種〜増殖へとしては（小黒会長と協議）：’25.3月。

上層の剪定により、上層が開けた感があるものの「当該枝」の当年枝（徒長枝）の発生・伸長
はそれ程促されることがなかった印象。

４．請戸川リバーライン（権現堂〜道の駅周辺）見出されていた「早咲きのサクラ」からの採枝



オオシマザクラ台木および芽接ぎ（剥ぎ接ぎ）の手順確認（練習）と用いる刃物のチューンナップも



Before ⇔ After のイメージ！ これからの「開花」が楽しみですね。

管理はこれからも。



Before ⇔ After のイメージ！ これからの「開花」が楽しみですね。管理はこれからも。

次はより上方の 囲い部分 剪定・切除ではどうでしょうか！？



リバーライン 下流側

*まだ（まだ）ひこばえ等の管理の必要性

またてんぐ巣も散見＝早急な対応および適
切な整枝剪定により枝の状態を良くし花芽を
多くつけることが出来るような管理・・・今
後の課題



*植栽は、ジンダイアケボノとシダレザクラ
交互 に

12月に植栽した苗木の状態を視
察（'25.3月時）
〜

一部枯死してしまった個体も確
認されたが、多くの個体は生残し
ており、また現状の生葉の展開も
良好なものが多く確認された。

以降は、同様に、土壌改良に繋がる腐葉土
の施与や施肥を（‘25.3月時）
〜
引き続き・・・

「土壌改良に繋がる腐葉土の施与」を特に、
今後にむけ



葉緑素計＝SPADを用いて、葉の葉緑素＝樹体の健全度の把握にむけた試行も行った。
今回の試行結果
リバーライン 下流 平均35.8 ⇔ 上流 平均45.7
両者に値で、10程度の違い＝施肥あるいは「剪定」の効果か？
・・・今後にむけて



（殿様桜）

* ソメイヨシノではなさそうと感触は掴ん
でいるものの、いまだ詳細不明
「やはり、開花期に観ないと」（小林氏）



台木としてオオシマザクラ20個体を準備

うち９個体に芽接ぎ（剥ぎ接ぎ）をすることが出来た

６．芽接ぎ（剥ぎ接ぎ）



11月の剪定講習および実技の際に様子を確認〜落葉したことを確認した後に鉢替え
を予定

６．芽接ぎ（剥ぎ接ぎ）



６．芽接ぎ（剥ぎ接ぎ）作業の様子〜今後にむけた打合せ

以上が、私、本多からの報告となります。
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